






 

 

◇ 環境部関係事務分掌 

 
(1) 環境衛生課 
・ 環境衛生思想の普及及び指導に関すること。 
・ 環境衛生改善組織及び環境衛生改善事業に関すること。 
・ 葬祭事業に関すること。 
・ 墓地及び墓園に関すること。 
・ 墓地、納骨堂及び火葬場の経営の許可等に関すること。 
・ 行旅死亡人に関すること。 
・ 大掃除の実施に関すること。 
・ そ族こん虫駆除の指導及び実施に関すること。 
・ 不法投棄に関する総合窓口に関すること。 
・ 上記に掲げるもののほか、環境衛生に関すること。 
 
(2) 環境保全課 
・ 環境保全の総括に関すること。 
・ 環境保全の企画及び立案に関すること。 
・ 環境保全に関する教育及び学習の振興に関すること。 
・ 地球環境問題に関すること。 
・ ISO14001の推進に関すること。 
・ 大気、水質、騒音、振動及びダイオキシン類に係る特定施設等の届出受理及び許可等に関する

こと。 
・ 大気、水質、騒音、振動、悪臭及びダイオキシン類に係る規制等に関すること。 
・ 大気、水質、騒音、振動、悪臭及びダイオキシン類の環境監視及び調査に関すること。 
・ 土壌汚染対策に関すること。 
・ 特定工場における公害防止組織の整備に関すること。 
・ 立地企業との公害防止協定及び環境保全協定に関すること。 
・ 公害苦情処理に関すること。 
・ 公害防止施設改善資金融資に関すること。 
・ 公害防止計画に関すること。 
・ 環境影響評価に関すること。 
・ 自然環境保全に関すること。 
・ 自然保護思想の普及及び高揚に関すること。 
・ 自然保護推進団体等市民運動の育成に関すること。 
・ 環境審議会に関すること。 
 
(3) 環境監視センター 
・ 大気汚染の常時監視に関すること。 
・ 大気の調査及び分析に関すること。 
・ 水質の調査及び分析に関すること。 
・ 悪臭の調査及び分析に関すること。 
・ 大気汚染の情報等に関すること。 







































  

 ◇ 大気汚染測定局一覧表 
                                                      （平成１7年 3月末現在） 

測 定 局 所 在 地 設 置 場 所 
設置

年度

用途 

地域 

令別表 

第３の 

区 分 

備考 

       

(固定測定局) 

倉敷美和 美和1-13-33 倉敷市文化交流会館敷地 S44 近商 67 

監視センター 福田町古新田368-2 環境監視センター1階 S40 ２住 67 

春  日 水島北春日町11-11 水島小学校敷地 S42 近商 67 

連  島 連島町西之浦497-1 連島出張所１階 S43 １住 67 

塩  生 児島塩生1959-3 本荘公民館敷地 S43 準工 66 

松  江 松江3-11-26 松江緑地管理事務所敷地 S45 工業 66 

西 阿 知 西阿知町1070 倉敷第一中学校敷地 S44 １低 67 

玉  島 玉島阿賀崎3-3-1 玉島小学校敷地 S44 １住 67 

児  島 児島小川1-1-17 児島消防署敷地 S45 近商 67 

郷    内 林870 郷内幼稚園敷地 S44 １低 67 

天  城 藤戸町天城2285 天城小学校敷地 S43 １住 67 

茶 屋 町 茶屋町早沖1103-1 市営茶屋町球技場 S43 調整 67 

豊  洲 西田201-1 豊洲小学校敷地 S44 調整 67 

広  江 広江1-9-1 第三福田小学校敷地 S41 調整 67 

呼  松 呼松町3-1-24 呼松漁協北 S43 １住 67 

二  福 福田町古新田310-2 第二福田小学校敷地 S41 調整 67 

宇 野 津 児島宇野津1755-1 宇野津地区民有地 S41 １住 67 

田 の 口 児島田の口3-13-1 琴浦東小学校敷地 S45 準工 67 

港 湾 局 水島福崎町1-12 水島港都市開発事務所3階 S40 臨港 66 

環境局

駅  前 阿知1-600-4 ＪＲ倉敷駅前西ビル南 S49 商業 67 

大  高 堀南621 大高小学校敷地 S48 ２住 67 
自排局

（移動測定局） 

西  坂 西坂538 菅生小学校敷地 S62 調整 67 

庄 上東1117-1 庄中央公園内 H 16 調整 67 
自排局

 

大気汚染に係る環境基準の評価方法（環境庁通達の要約） 

 二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質については、大気汚染の状態を環境基準に照らして評

価する方法として、短期的評価と長期的評価が示されている。 

 ① 短期的評価･･･測定を行った時間又は日について、環境基準として定められた 1 時間値、8 時  

間平均値、1日平均値と比較して評価を行う。 

 ② 長期的評価･･･年間の 1 日平均値のうち、高い方から 2％の範囲内にあるもの(365 日分の測定  

値がある場合は 7 日分の測定値)を除外した後の最高値(2％除外値)を環境基準と比較して評価する。

ただし、環境基準を超える日が 2日以上連続した場合には、このような取扱いは行わない。 

  二酸化窒素については、年間における 1日平均値のうち低い方から 98％に相当するもの(98％値)を

環境基準（0.06ppm）と比較して評価する。 

 なお、1日平均値の評価にあたっては、1時間値の欠測が1日のうち4時間を超える場合には評価対

象としない。また、年間の測定時間が 6,000 時間未満(24 時間×365 日の 7 割)の測定局については、

年間の評価は行わない。(昭和53年 7月 17日 環大企 262号 通達) 







































































































































































































目的 H16年度
（Ｈ16年度末数値目的 運用実績 H17年度末数値目標
Ｈ13年度比） （H15年度同期比） （H16年度比）

ｋｗｈ 107.7%
ｋｗｈ 7．7％増加

m
3 74.5%

m
3 25．5％削減

㍑ 130.9%
㍑ 30．9％増加

㍑ 73.3%
㍑ 26．7％削減

枚 163.3%
枚 63．3％増加

印刷物総件数は412件であった。
そのうち、再生紙を使用したものは262件で
再生紙使用率は63.6％であった。
（H15年度実績）62.9％　453件中285件で再生紙使用

　全体での購入額 308,984,978 円

　（内グリーン購入分） 192,898,864 円

グリーン購入率 62.4% ％

16年度 kg 101.7%
15年度 kg 1．7％増加
16年度 kg 97.3%
15年度 kg 2．7％削減
16年度 kg 96.6%
15年度 kg 3．4％削減
16年度 kg 129.6%
15年度 kg 29．6％増加

購入率６０％

用紙の使用 使用量２％削減
省資源の推進

（使用量６％削減）

不燃ごみ
可燃ごみ

（排出量２％削減）

印刷物の発行

各所属での消耗品
の購入

3,758

67,636
1,888
1,954
4,871

16年度使用量 9,614
15年度使用量 13,109

軽油の使用

省エネの推進

使用量１％削減

（使用量３％削減）

使用量１％削減

省エネの推進

使用量１％削減

16年度使用量

使用量１％削減
15年度使用量

従量料金12.28円/kwhとして、約5,027千円の増加。
16年度使用量

12,789m
3
の削減。

5,736,280
15年度使用量 5,326,879

409,401kwhの増加。

超過料金154円/m
3
として、約1,969千円の削減。

37,336

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

公
用
車
の
使
用

上水の使用

廃
棄
物
の
排
出

資源ごみ

ガソリンの使用

電力の使用

平成16年度　目的目標進行状況（ｵﾌｨｽ活動)

環境側面 進行状況Ｈ16年度末数値目標
（Ｈ15年度比）

50,125
（使用量３％削減）

16年度使用量

ガソリン110円/㍑として、約7,205千円の増加。

277,623
15年度使用量 212,115

65,507.5㍑の増加。

65,783

3,495㍑の削減。
軽油90円/㍑として、約3,145千円の増加。

16年度
15年度

208,692

紙
の
使
用

15,652,161枚の増加。
0.5円/枚として、約78,260千円の増加。

40,388,590
24,736,429

再生紙使用率の向上
（使用率５％向上）

使用率２％向上 使用率２％向上

６２．４％達成

ごみ減量の推進
排出量２％削減

粗大ごみ

205,177

粗大ごみ

０．７％向上

排出量２％削減

事務機器の調達・文
房具等の調達

OA機器の調達

資源ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

使用量１％削減

使用量１％削減

使用量１％削減

使用量１％削減

購入率６０％以上

使用量２％削減



目的 担当部局
環境側面 （H16年度末

数値目的）

建設副産物の活用 16年度目標 16年度実績 17年度目標

コンク
リート

解体撤去ｺﾝｸﾘｰﾄの再利用率の向
上（再利用率：【現場内再利用量+再
資源化施設への搬出量＋工事間流
用量】／発生量）

93% 97%

砕石
再生砕石類の利用率の向上（利用
率：再生材使用量／全使用量） 96% 93%

撤去ｱｽﾌｧﾙﾄの再利用率の向上（再
利用率：【現場内再利用量+再資源
化施設への搬出量】／発生量）

92% 95% 土木課

再生ｱｽﾌｧﾙﾄの利用率の向上（利用
率：再生材使用量／全使用量） 97% 94%

建設発生土の再利用率の向上（再
利用率：【現場内再利用量+再資源
化施設[土質改良プラント]への搬出
量＋工事間流用量】／発生量）

48% 33% 60%
土砂の再利用率について
は，現在，各工事担当課単
位で実績を把握中。

再利用土砂の使用率及び再生土砂
の利用率の向上（利用率：【再利用
土砂使用量+再生土使用量】／全使
用量）

53% 63% 60%
今年度より建設発生土の情
報交換システムの運用を始
めており，その徹底により再
利用率の向上を図る。

アスファ
ルト

平成１6年度　目的目標進行状況（公共工事）　

目標 進行状況

建設副産物の活用

再利用率、
利用率の
向上

土砂

再生資源
の活用
（ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ、砕石、
ｱｽﾌｧﾙﾄ、
土砂の４
種類）

95%以上

コンクリート・砕石・アスファ
ルトについては，例年高い
再利用率で安定しているの
で，常に９５％以上の再利用
率を目標とする。






